
■アルギン酸のM/G比分析法

＜測定原理＞
アルギン酸を構成する２種類のウロン酸は、その並び方から３タイプのブロックに分類することができます。

①マンヌロン酸同士が重合したホモポリマー（MMブロック）
②グルロン酸同士が重合したホモポリマー（GGブロック）
③マンヌロン酸とグルロン酸が交互に重合したヘテロポリマー（MGブロック）

これらのブロックは、それぞれ加水分解に対する抵抗性、ｐＨに対する抵抗性が異なることから、
その性質を利用してそれぞれを分画し、定量することができます。

a) 加水分解で溶解する　→MGブロック
b) 加水分解で溶解しない　→　pH2.8～3.0で沈殿する　→GGブロック
c) 加水分解で溶解しない　→　pH2.8～3.0で沈殿しない　→MMブロック

＜分析＞

　

＜計算＞

　

アルギン酸ナトリウム

１００倍量の0.3M HClで加水分解（100℃×2hr）
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0.025M HClを加えてpH2.8～3.0に調整
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 アルギン酸は、マンヌロン酸（D-mannuronic acid）とグルロン酸（L-guluronic acid）という２種類のウロン酸

が直鎖状に重合したポリマーです。マンヌロン酸(M)とグルロン酸(G)の構成比（M/G比）は、アルギン酸の

物性を左右する重要な要素であり、その分析法についてはいくつかの方法が提唱されています1,2)。 
 ここでは、アルギン酸をブロック単位で分画し、それぞれを定量してM/G比を算出する方法3)について解
説します。                                   
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※各ブロックの糖量は、一般的な糖の定量法 
（フェノール硫酸法、カルバゾール硫酸法な
ど） 

※MGブロックには、MとGがおよそ同量ずつ 
含まれているものと考えます。 
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